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 奥村土牛は、明治２２年（1889）、東京都京橋区

南蛸町（現：中央区京橋）に生まれました。本名は義

三。土牛（雅号）は、出版社を営んでいた父が「土牛

石田を耕す」という寒山の詩の一節から命名したとい

われています。 

 病弱だった子供時代、唯一すべて忘れるほど打ち込

める楽しみを「絵を描くこと」に見出し、１０１歳の

長寿を全うするまで、衰えを知らず大作を生み出し続

けました。 

 近代日本画の先駆者である大観から、片ぼかしの技

法、古径から写生、御舟から構図、そしてセザンヌの

色彩と遠近法の表現・・・。これらを融合させ自らの

オリジナリティを築き上げました。 

 刷毛で胡粉などを100回とも200回ともいわれる塗

り重ねをし、非常に微妙な色加減の成功した作品が特

徴とされ、＜富士山図＞が著名で、皇居にも飾られて

います。   

    1962年 文化勲章受章 

    1990年 没 享年101才 

  

 

 

 

 

  

  

 

  

  つづきがら  つまびらか  つもり  ていげん  

 

  とつべん   ゆあみ  ひんしゅく  とねり   

 

  ないし   ながら   ねいろ   あうん  

 

 おもかげ  にくじゅう  ねつぞう ていげん 

 

  

 

 

    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

    読めますか？ 
  続柄    詳らか    心算     逓減  

 

  訥弁   湯浴み   顰蹙   舎人  

 

 乃至    乍ら   音色   阿吽   

 

  俤    肉汁  捏造   逓減     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

      松下幸之助（一日一話より） 自分自身への説得    

 説得というものは、他人に対するものばかりとは限らない。自分自身に対して、説得することが

必要な場合もある。自分の心を励まし、勇気をふるい起こさねばならない場合もあろうし、また自

分の心を押さえて、辛抱しなければならない場合もあろう。そうした際には、自分自身への説得が

必要になってくるわけである。 

 私がこれまで自分自身への説得をいろいろしてきた中で、いまでも大切ではないかと思うことの

一つは、自分が運が強いと自分に言い聞かせることである。ほんとうは強いか弱いかわからない。

しかし、自分自身を説得して、強いと信じさせるのである。そういうことが、私は非常に大事では

ないかと思う。 

 

  富士山 

     時事川柳 

   （岐阜新聞入選作） 

 

＊切り詰めて随分あった無駄を知る 

 

＊朗報に感涙むせぶ弁護団 

 

  はっとり勝弘 

  （ナルク会員・岐阜市議会議員） 


